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インドネシア西スラウェシ州にあるマムジュ市周辺は高自然放射線地域として疫学調査研究の対象となる

可能性を有している。本研究では環境及び個人の線量率の分布及び変動等を把握するため D シャトルを用

いた測定を実施した。 
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1. 緒言 

一般的に放射線防護が対象とする低線量・低線量率の疫学研究としては，放射線作業者を除くと中国広

東省陽江及びインドケララ地方が高自然放射線地域の研究等が知られているが、近年、インドネシア西ス

ラウェシ州にあるマムジュ市周辺も注目が高まっている[1]。本研究では現地の放射線量把握の予備的調査

として、インドネシア原子力庁 BATAN の協力を得て、環境及び現地ボランティアの協力による個人の線量

(率)を、千代田テクノル社製の D シャトルを用いて測定した。 

 

2. 方法 

測定は 2016 年 3 月 28 日から、マムジュ市から 20km 程南に位置する Botteng 村と近郊にて実施した。個

人の線量については、2 人の現地ボランティアに約 3 日間の D シャトル装着を依頼し、環境中の変動及び

大まかな線量(率)の評価については、上記ボランティアの住居を含む計 7 件の民家の屋内及び屋外に D シ

ャトルを設置した。なお、ガンマ線スペクトル測定及び走行サーベイによる空間線量率とラドン濃度評価

も別途実施している[2]。 

 

3. 結果と考察 

短期測定の結果では一つの個人線量計のみ夜間の明瞭な増加が認められた。一例として Hultqvist [3]はラ

ドン濃度と空間線量率の換算係数(0.4(nGy/h)/(Bq/m3))を与えており、別途実施された夜間のラドン濃度の変

動(58～267 Bq/m3)[2]を踏まえると最大で 0.11µSv/h 程度の線量率上昇の可能性も推測できる。しかし、推測

値を大きく上回る増加であったこと、近傍の環境に設置した D シャトルの変動が認められないことから、

線量率が高い地表面付近に D シャトルが置かれた可能性が考えられた。 
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